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Closing Account of Mitsui’s Retailing Group and Banking Group in 1730 
 



































三井家では 7 月と 12 月に決算が行われ、決算帳簿が作成された。三井家の決算制度は 3
段階に分かれて行われていた（三井文庫、1973、pp.810-811）。 
第 1 段階 各営業店は毎期末にその所属する一巻の本店である京都店に決算帳簿を提出す
る。 
第 2 段階 本店と両替店の京都店は自店を含む一巻の決算を行い、それを大元方へ提出す
る。 
































































































































































































26  嘉悦大学研究論集 第60巻第1号通巻111号 平成29年11月 
本店一巻は、京都本店をグループの本店とし、江戸本店、大坂本店、京都上之店、江戸一
丁目店、江戸向店、および京都間之町店の 7 店で構成された。このうち呉服物を取り扱う京









































 『規矩禄』は、大元方設立直前の宝永 6（1709）年 12 月に、各営業店に対し、元建高、功
納高、および余慶銀の処理の規定を申し渡した文書である。『規矩禄』は 7 冊作成されたとさ
れているが、現存するのは『両替店規矩禄』（三井文庫所蔵史料、新 9）、『綿店規矩禄』（三
井文庫所蔵史料、本 1086）、および『御用所規矩禄』（三井文庫所蔵史料、本 1085）の 3 冊で






















 江戸向店の『向店酉春新建』（三井文庫所蔵史料、本 969）は、享保 14（1729）年正月に江
戸綿店を江戸向店と改め、本店一巻に吸収されたことに伴い作成されたものである（三井文
28  嘉悦大学研究論集 第60巻第1号通巻111号 平成29年11月 
庫、1973、p.789）。これにより江戸向店の元建高は 10,000 両と定められ、それに対する功納
は、冬季（下期）が 1,100 両、春季（上期）が 900 両と定められた。なお、元建高は大元方
から支給されるが、功納は京都本店へ『勘定目録』とともに渡すこととされた。 
 京都糸店の『糸店建之覚』（三井文庫所蔵史料、続 1480）は、京都糸店が大元方直属から
両替店所属に変更されることに伴い、享保 14（1729）年 12 月に作成されたものである（三

















るのは、京都本店（375 貫）、京都両替店（2,000 貫）、江戸向店（5,000 両）、および京都間之
町店（100 貫）の 4 店である。同様に大元方へ功納を納めた営業店として収益計上されてい
るのも、京都本店（56 貫 250 匁）、京都両替店（100 貫）、江戸向店（500 両）、および京都間
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 本店一巻の『大録』は年に 2 回、7 月 14 日と 12 月 31 日を決算日として作成された。宝永
7（1710）年から作成された大元方の決算帳簿である『大元方勘定目録』の決算日も 7 月 14







































表 1 本店一巻『大録』：財産計算部分（享保 15年下期） 
江戸本店目録 
札高 惣代物有高并有金銀共               1,925 貫 160 匁 3 分 
 内 頭 1 割 3 歩半引                   259 貫 896 匁 7 分 
残テ正味                                        1,665 貫 263 匁 6 分 
江戸一町目店目録 
正味 惣代物有高并有金銀共                                  518 貫 952 匁 7 分 
大坂本店目録 
札高 惣代物有高    583 貫 759 匁 4 分 
札高 売掛之残り     29 貫 716 匁 3 分 
〆           613 貫 475 匁 7 分 
 内 頭 1 割 3 歩引    79 貫 751 匁 8 分 
残テ正味                        533 貫 723 匁 9 分 
正味代物有高       67 貫 917 匁 3 分 
諸方時貸シ并有金銀共  196 貫 138 匁 1 分 
〆           264 貫 055 匁 4 分 
 内 諸方預り引     66 貫 109 匁 7 分 
残テ正味                        197 貫 945 匁 7 分 
右二口正味高                                        731 貫 669 匁 6 分 
上之店目録 
惣代物有高并時貸 正有金銀共                                154 貫 736 匁 8 分 8 厘 
江戸向店目録 
惣代物有高并時貸 正有金銀共                                10,000 両 
                                               66 貫 404 匁 2 分 
京本店目録 
正味代物有高                     1,734 貫 297 匁 3 分 5 厘 
金銀勘定差引〆                    1,303 貫 744 匁 6 分 2 厘 
買帳諸通帳延内貸過上貸                 261 貫 024 匁 5 分 
三口〆                                          3,299 貫 066 匁 4 分 7 厘 
惣正味高                                         10,000 両 
                                             6,436 貫 093 匁 4 分 5 厘 
 内 本店定建                      375 貫 
   店持奥退銀                      300 貫 
   向店定建                     5,000 両 
   大元方年賦かり                   3,294 貫 926 匁 7 分 3 厘 
   向店分大元方ヨリかり               5,000 両 
                              64 貫 071 匁 7 分 8 厘 
   申年ヨリ戌七月迄二ケ年半店持余慶銀也        1,843 貫 187 匁 7 分 4 厘 
 〆                                           10,000 両 
                                              5,877 貫 186 匁 2 分 5 厘 
引残テ 戌七月ヨリ極月迄功納并臨時納之外余慶銀也                      558 貫 907 匁 2 分   
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丁目店は 518 貫 952 匁 7 分、京都上之店は 154 貫 736 匁 8 分 8 厘、江戸向店は 10,000 両と 66
貫 404 匁 2 分）として表示されている。江戸本店においては、「惣代物有高」を札高の 1,925
貫 160 匁 3 分で計上し、そこから 1 割 3 歩半の内部利益 259 貫 896 匁 7 分を控除して正味資
産 1,665 貫 263 匁 6 分を表示している。同様に大坂本店においても、「惣代物有高」と「売掛
之残り」をそれぞれ札高の 583 貫 759 匁 4 分と 29 貫 716 匁 3 分で計上し、そこから 1 割 3
歩の内部利益 79貫 751匁 8分を控除して正味高 533貫 723 匁 9分を表示する形式をとってい
る。これに加えて、大坂本店の目録では「正味代物有高」67 貫 917 匁 3 分と「諸方時貸シ并
有金銀共」196 貫 138 匁 1 分の合計から「諸方預り」66 貫 109 匁 7 分を控除して正味高 197
貫 945 匁 7 分を算出し、これと内部利益控除後の期末商品正味有高 533 貫 723 匁 9 分を合計
して、正味資産 731 貫 669 匁 6 分を計上している。京都本店においては、「正味代物有高」1,734
貫 297 匁 3 分 5 厘、「金銀勘定差引〆」（金銀残高）1,303 貫 744 匁 6 分 2 厘、「買帳諸通帳延
内貸過上貸 5)」（債権残高）261 貫 024 匁 5 分の 3 項目を合計して、正味資産 3,299 貫 066 匁
4 分 7 厘を計上している。6 つの営業店の期末正味資産を合計したのが「惣正味高」10,000
両と 6,436 貫 093 匁 4 分 5 厘で、これが本店一巻の期末正味資産となる。 
次に、期末正味資産から「本店定建」375 貫、「店持奥退銀」300 貫、「向店定建」5,000 両、
「大元方年賦かり」3,294 貫 926 匁 7 分 3 厘、「向店分大元方ヨリかり」5,000 両と 64 貫 071
匁 7 分 8 厘、「申年ヨリ戌七月迄二ケ年半店持余慶銀也」1,843 貫 187 匁 7 分 4 厘の 6 項目の
合計 10,000 両と 5,877 貫 186 匁 2 分 5 厘が控除されて、「戌七月ヨリ極月迄功納并臨時納之外


















表 2 本店一巻『大録』：損益計算部分（享保 15年下期） 
（出所）『享保十五庚戌歳七月ヨリ極月迄大録』（三井文庫所蔵史料、続 3157-1）から作成。 
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録』において 3 店をまとめて一つの利益責任単位として売上総利益を計上しているのである。 
ところで、「惣商徳高」の記載の後に比率が算出されている。5 ケ月半とあるのは、下期の
会計期間が 7 月 15 日から 12 月 31 日までの 5 ケ月半だからである。5 ケ月半の比率が 1 割 2
歩 33（12.33％）であり、それを 5.5 で除して 1 ケ月分にすると 2 歩 24（2.24％）となるので
ある。この比率であるが、「惣商徳高」を当期純利益を除いた期末総資本（期末負債と期首資
本）で除した数値ではないかと思われる。「惣商徳高」801 貫 641 匁 8 分 9 厘を 6,467 貫 186





























いったんこれらの経常費用を合計し、「〆」として 660 両と 150 貫 369 匁 6 分 9 厘を出してい
る。そして、「惣商徳高」すなわち収益 801 貫 641 匁 8 分 9 厘から経常費用合計 660 両（銀に
換算すると 38 貫 940 匁）と 150 貫 369 匁 6 分 9 厘を差し引いて、「残テ」612 貫 332 匁 2 分
を算出している。「残テ」が本店一巻の経常利益となる。そして、経常利益である「残テ」か
ら本店と向店の臨時納を差し引いて「戌ノ七月ヨリ極月迄功納臨時納之外余慶銀也」558 貫
907 匁 2 分を計算しており、これが当期純利益となる。なお、ここで計算された当期純利益
は、財産計算部分で計算された当期純利益「戌七月ヨリ極月迄功納并臨時納之外余慶銀也」
と一致しており、複式決算が行われていることがわかる。 
ところで、経常利益計算後の「残テ」の後に比率が算出されている。5 ケ月半分で 9 歩 42
（9.42％）、これを 5.5 で除した 1 ケ月分が 1 歩 712（1.712％）である。この比率は経常利益
を当期純利益を除く期末総資本（期末負債と期首資本）で除した数値ではないかと思われる。
経常利益 612 貫 332 匁 2 分を当期純利益を除く期末総資本 6,467 貫 186 匁 2 分 5 厘で除すと
0.09468 となり、極めて近い数値が出るのである。なお、「惣商徳高」のところで算出されて
いる比率と同様に、この比率も半分程度の期ではこの計算で一致し、一致しない期であって


































 両替店一巻の『大録』も年に 2 回、7 月 14 日と 12 月 31 日を決算日として作成され、本店
一巻の『大録』や大元方の『大元方勘定目録』の決算日と同じである。両替店一巻の『大録』















表 3 両替店一巻『目録寄』（享保 15年下期） 
 
 
 前半の財産計算部分では冒頭に「当季有銀ニ立」2,546 貫 645 匁 8 分 1 厘 4 毛が記載され、
これが両替店一巻の期末資産となる。そこから「元建ニ成ル」2,405 貫 730 匁 9 分 0 厘 4 毛を
差し引いて、当期純利益である「延銀」140 貫 914 匁 9 分 1 厘が計算される。「元建ニ成ル」
の内訳は、「元建」、「申酉弐ケ年戌盆前延銀」、および「十分一割渡ス渡シ残」の 3 項目であ
る。「元建」は、大元方から出資された両替店一巻の資本金である。「申酉弐ケ年戌盆前延銀」
当季有銀ニ立                       2,546 貫 645 匁 8 分 1 厘 4 毛 
 内 元建        2,000 貫 
   申酉弐ケ年戌盆前延銀 325 貫 262 匁 2 分 8 厘 2 毛 
   十分一割渡ス渡シ残   80 貫 468 匁 6 分 2 厘 2 毛 
 〆 元建ニ成ル                     2,405 貫 730 匁 9 分 0 厘 4 毛 
 残 延銀                         140 貫 914 匁 9 分 1 厘 
  歩平均 月 1 歩 065 
      年 1 割 2 歩 78 
 内 京店延銀        90 貫 811 匁 6 分 8 厘 4 毛 
   江戸店延銀       7 貫 337 匁 0 分 2 厘 1 毛 
   大坂店延銀       42 貫 766 匁 2 分 0 厘 5 毛 
 〆            140 貫 914 匁 9 分 1 厘   
 内 当季大元方功納    100 貫 
   功納之外持銀      40 貫 914 匁 9 分 1 厘   
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は、享保 13（1728）年上期から享保 15（1730）年上期までの 5 期分の功納控除後の「持銀」、









すなわち、「延銀」140 貫 914 匁 9 分 1 厘を 5.5 で除して 1 ケ月当たりの「延銀」25 貫 620 匁







て「〆」で 140 貫 914 匁 9 分 1 厘が計算されている。これは財産計算部分で計算された「延
銀」と同額であり、財産計算と損益計算の両面から当期純利益が計算されていることがわか
る。『目録寄』では、当期純利益から「当季大元方功納」100 貫が差し引かれ、功納額控除後
























貫 800 匁と「京江戸大坂残テ法退銀」35 貫 052 匁を、「延銀之内へ込」として「延銀」への
加算高としている。当期純利益を除く期末総資本（期末負債と期首資本）2,405 貫 730 匁 9
歩 0 厘 4 毛に 570 貫を加え、「延銀」140 貫 914 匁 9 分 1 厘に 14 貫 800 匁と 35 貫 052 匁を加
えて、それぞれ修正後の当期純利益を除く期末総資本と「延銀」を算出し、その数値で先述
と同様の方法で比率を計算すると、1 ケ月当たりの比率が 1 歩 1656（1.1656％）、1 年当たり
の比率が 1 割 3 歩 9872（13.9872％）となるのである。 
 
4.2.3 作成者・提出先・監査人・「立会相改」 











未年迄功納之外持銀            739 貫 200 匁 
 内 屋敷方町方塞り物引         168 貫 200 匁 
残而 元建之内へ込            570 貫 
臨時功納預り 延銀之内へ込         14 貫 800 匁 
京江戸大坂残テ法退銀 延銀之内へ込     35 貫 052 匁 
        歩平均 月 1 歩 1656 
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5 本店一巻と両替店一巻の決算帳簿の相違点 
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6 おわりに 
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